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春
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
の
幕

開
け
を
告
げ
る
「
ア
ウ
ト
ド
ア

2
0
1
0
」
が
、
4
月
10
日
・
11

日
、
東
京
都
・
代
々
木
公
園
で
開

催
さ
れ
、
2
日
間
で
9
万
4
5
6 

7
人
と
大
勢
の
人
が
訪
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
日
本
オ
ー
ト

・
キ
ャ
ン
プ
協
会
が
、
よ
り
多
く

の
人
に
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
4
月
の
第
2
週
末

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
今
年
で

10
回
目
を
迎
え
る
。

　

2
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

家
族
連
れ
を
中
心
に
、
多
く
の
人

が
会
場
内
に
展
示
さ
れ
た
最
新
キ

ャ
ン
プ
グ
ッ
ズ
や
、
会
場
各
所
で

行
わ
れ
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ク
ラ

フ
ト
教
室
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
だ
。

　
（
写
真
手
前
は
コ
ー
ル
マ
ン
ブ

ー
ス
で
行
わ
れ
た
田
中
ケ
ン
氏
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
例
年
、
会

場
は
葉
桜
で
飾
ら
れ
て
い
る
が
、

今
年
は
4
月
中
旬
に
も
関
わ
ら

ず
、
桜
の
花
が
会
場
を
彩
っ
た
）。

5月15日は
　参加キャンプ場一覧（5面）

桜の花の下開催
アウトドア2010



２０１０年（平成２２年）４月１５日 第１７０号　　（ 2）（第三種郵便物認可）

⑧ロゴスブースではテントを実際に立ててみる
コーナーが設けられた。
⑨車の展示だけでなく、気軽な旅の方法を紹介
したスバルブース。

ア
ウ
ト
ド
ア
２
０
１
０

 

会
場
の
様
子　

アウトドア2010
出展社一覧

　

春
ら
し
い
陽
気
に
恵
ま
れ

会
場
各
所
で
行
わ
れ
た
催
し

に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。

当
日
の
様
子
を
写
真
で
ご
紹

介
。

　

①
キ
ャ
ン
プ
場
に
よ
る
特

産
物
や
優
待
券
が
当
た
る
ジ

ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
た
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
。

②
③
月
刊
誌
ガ
ル
ヴ
ィ
編
集

長
・
沖
田
雅
生
氏
に
よ
る
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
。
田
中
ケ
ン
、

小
雀
陣
二
両
氏
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
て
、
取
材
の
裏
話
か
ら

B
B
Q
の
極
意
な
ど
で
多
い

に
盛
り
上
が
る
④
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
の
太
鼓
の
響
き
に

人
垣
が
で
き
た
。
⑤
子
ど
も

も
参
加
し
た
自
衛
隊
の
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
。
う
ま
く
結
べ
た

か
な
。
⑥
静
岡
県
の
特
産
物

を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
優
勝
者
に
は
キ
ャ
ン

プ
用
品
が
贈
ら
れ
た
。
⑦
キ

ャ
ン
プ
場
ブ
ー
ス
は
特
設
農

産
物
販
売
所
が
人
気
に
。

①

②

⑤

⑦

⑨

③

④

⑧

⑥
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サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
具
現
化
し
た
観
光
形

態
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ヘ
リ
テ
ー
ジ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
さ
ま
ざ
ま
提
唱
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
環
境
と
観

光
の
両
立
と
い
う
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念

を
最
も
よ
く
体
現
し
て
い
る

の
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
エ

コ
」
に
は
自
然
環
境
だ
け
で

な
く
、
人
間
の
環
境
も
含
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と

り
わ
け
日
本
は
自
然
が
人
間

の
生
活
圏
に
近
い
と
こ
ろ
に

存
在
す
る
。
里
山
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
自
然
と
の
密

接
な
関
わ
り
の
な
か
で
地
域

の
歴
史
や
文
化
が
形
成
さ
れ

て
き
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
概
念
は
本
質
的
に
人
間
生

活
の
広
範
な
領
域
を
包
含
し

て
お
り
、
そ
の
意
味
で
す
ぐ

れ
て
開
か
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
ち

こ
こ
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
「
自
然
・
文
化
・
歴
史
な

ど
地
域
の
資
源
の
魅
力
を
生

か
し
、
そ
れ
ら
を
持
続
的
に

活
用
す
る
活
動
を
通
し
て
環

境
保
全
と
地
域
振
興
に
寄
与

す
る
観
光
」
と
定
義
す
る
。

　

昨
今
、
旅
行
会
社
も
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
意
義
を
認
識

し
、
自
然
体
験
を
織
り
込
ん

だ
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
売
り

出
し
て
い
る
。
し
か
し
採
算

を
取
る
た
め
に
は
相
当
の
規

模
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
も
そ
れ
ら
が
本

当
に
自
然
環
境
を
保
護
し
、

地
域
住
民
の
生
活
に
貢
献
し

て
い
る
か
と
い
う
点
で
は
疑

問
も
残
る
。
そ
も
そ
も
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
は
マ
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
極
と
し
て

登
場
し
た
の
で
あ
り
、
旅
行

会
社
が
企
画
す
る
観
光
旅
行

と
は
な
じ
み
に
く
い
の
で
は

な
い
か
。

　

地
域
の
自
然
・
文
化
環
境

を
保
全
し
、
地
域
振
興
に
つ

な
げ
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
し

て
も
、
本
来
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

に
実
現
し
て
い
く
か
と
な
る

と
、
ハ
ー
ド
ル
は
け
っ
し
て

低
く
は
な
い
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
よ
う
や
く
理
念
と
し

て
形
を
整
え
た
ば
か
り
で
あ

り
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
て

し
ば
ら
く
は
さ
ま
ざ
ま
な
試

行
錯
誤
が
続
け
ら
れ
よ
う
。

　

団
体
旅
行
か
ら

　

個
人
旅
行
へ

　

世
界
の
潮
流
が
マ
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
か
ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
向
か
う
な

か
、
日
本
で
は
１
９
９
０
年

代
頃
か
ら
観
光
旅
行
の
個
人

観
光
協
会
や
地
元
の
旅
行
会

社
が
中
心
に
な
っ
て
「
エ
コ

ツ
ア
ー
」
の
企
画
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
も
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
個
人
旅
行
化
と
い

う
も
う
一
つ
の
ベ
ク
ト
ル
を

考
慮
し
た
も
の
と
は
な
っ
て

い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
個
人
旅
行
者
を

対
象
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
理
念
を
具
体
化
し
、
し

か
も
そ
れ
を
地
域
主
導
で
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
か
。
結
論
を
先
取
り
し
て

団
体
の
規
範
よ
り
も
個
人
の

価
値
観
を
優
先
す
る
よ
う
に

な
り
、
お
仕
着
せ
の
団
体
旅

行
で
は
な
く
各
人
の
趣
味
や

テ
ー
マ
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

第
二
に
は
自
然
志
向
で
あ

る
。
日
本
人
の
８
割
以
上
が

都
市
型
居
住
者
と
な
り
、
自

然
と
切
り
離
さ
れ
た
日
常
生

活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
人
間
の
本
性
と
し
て
人
工

的
な
も
の
と
自
然
的
な
も
の

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と

す
る
衝
動
が
生
ま
れ
る
。

　

第
三
に
体
験
志
向
が
挙
げ

ム
は
旅
行
会
社
主
導
で
は
な

く
地
域
主
導
で
推
進
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
観
光
資
源
の
開
拓
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
、
交
通
手
段

の
確
保
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
な

ど
直
接
企
画
運
営
に
関
わ
る

要
素
の
ほ
か
、
宿
泊
施
設
や

飲
食
施
設
な
ど
の
基
盤
整
備

が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
専
門
家
の
知
識
が
求
め
ら

れ
、
相
応
の
投
資
も
必
要
で

あ
る
。
ま
た
地
域
に
お
い
て

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
継
続
的

に
実
施
す
る
事
業
主
体
を
確

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
地
域

と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
　

の
拠
点
と
し
て

で
移
動
で
き
る
こ
と
に
よ
り

旅
行
会
社
主
導
の
大
量
移
動

手
段
に
よ
る
観
光
と
は
異
な

る
「
も
う
一
つ
の
観
光
」
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

観
光
施
設
と
し
て

　

の
キ
ャ
ン
プ
場

　

以
上
見
た
よ
う
に
現
在
日

本
に
は
観
光
分
野
に
お
い
て

２
つ
の
大
き
な
潮
流
、「
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
へ
」
と
「
団
体
旅

行
か
ら
個
人
旅
行
へ
」
の
シ

フ
ト
が
あ
る
。
こ
の
２
つ
の

流
れ
を
合
流
さ
せ
た
観
光
モ

デ
ル
は
ま
だ
存
在
し
な
い
。

の
情
報
を
収
集
し
、
自
分
で

旅
行
を
企
画
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
企
画
を
個
人

レ
ベ
ル
で
実
行
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
の
は
個
人
移
動

手
段
と
し
て
の
車
で
あ
る
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発

展
に
よ
り
、
鉄
道
や
バ
ス
の

よ
う
に
軌
道
や
特
定
の
経
路

に
拘
束
さ
れ
な
い
移
動
が
可

能
に
な
っ
た
。

　

個
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
っ
て
自
由
に
情
報
を
手

に
入
れ
、
車
で
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
自
分
が
望
む
経
路

言
え
ば
、
そ
れ
は
「
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う
形
態
に

よ
っ
て
実
現
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

の
活
動
ベ
ー
ス
は
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
で
あ
る
。
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
立
地
は
高
原

・
山
間
・
河
畔
な
ど
多
様
で

あ
る
が
、
基
本
的
に
人
間
の

生
活
圏
に
近
く
、
自
然
と
生

活
圏
を
媒
介
す
る
位
置
に
あ

る
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は

宿
泊
施
設
と
し
て
機
能
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
個
人
を
対
象
に
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。
現
在
日

本
に
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

が
全
国
に
公
営
・
民
営
を
含

キ
ャ
ン
プ
場
に
は
、
自
然
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
豊
富
に
揃
っ
て
い
る

観
光
と
し
て
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

 

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会
常
任
理
事　

明
瀬
一
裕

第 2回

化
と
も
言
う
べ
き
現
象
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
ま
で
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

牽
引
し
て
き
た
旅
行
会
社
が

企
画
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア

ー
や
企
業
が
主
催
す
る
慰
安

旅
行
な
ど
の
団
体
旅
行
が
減

少
す
る
一
方
、
個
人
旅
行
・

家
族
旅
行
・
仲
間
旅
行
が
活

発
に
な
っ
た
。
観
光
形
態
も

従
来
の
観
光
名
所
を
見
て
ま

わ
る
物
見
遊
山
型
か
ら
訪
れ

る
地
域
の
自
然
や
文
化
や
人

と
の
ふ
れ
合
い
を
求
め
る
体

験
型
・
交
流
型
へ
と
変
化
し

た
。

　

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

第
一
に
個
人
志
向
で
あ
る
。

ら
れ
る
。
高
度
情
報
社
会
に

あ
っ
て
、
人
々
は
膨
大
な
量

の
情
報
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
バ
ー
チ
ャ
ル
な

空
間
で
生
き
て
い
る
こ
と
へ

の
代
償
行
動
と
し
て
、
直
接

的
な
体
験
を
求
め
る
よ
う
に

な
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で

実
際
に
個
人
旅
行
を
可
能
に

し
た
要
因
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
あ
る
。
一
昔
前
は
観
光

と
言
え
ば
旅
行
代
理
店
に
並

べ
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

見
て
ツ
ア
ー
を
比
較
す
る
と

い
う
の
が
主
で
あ
っ
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
誰
で
も
手
軽
に
観
光
地

め
約
１
３
０
０
箇
所
あ
る
が

こ
れ
ら
既
存
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
効
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
い

か
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を

「
観
光
施
設
」
と
し
て
捉
え

か
え
し
観
光
施
設
が
果
た
す

べ
き
６
つ
の
機
能
、
す
な
わ

ち
宿
泊
・
飲
食
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
学
習
・
販
売
・

情
報
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

　

同
時
に
、
こ
れ
と
関
連
し

て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠

点
」
と
し
て
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
に
求
め
ら
れ
る
要
点

を
指
摘
す
る
。 

つ
づ
く
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作
る
こ
と
の
楽
し
さ

指
導
者
山
本
氏

「
ク
ラ
フ
ツ・オ
ン・ザ・ホ
イ
ー
ル
」出
版

　

公
認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指

導
者
の
活
動
や
キ
ャ
ン
プ
場

の
レ
ポ
ー
ト
が
、
日
本
オ
ー

ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｃ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
最

新
ト
ピ
ッ
ク
」
と
し
て
掲
載

さ
れ
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
が
認
定
を
行
っ
て

い
る
公
認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

指
導
者
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）
は
現
在
、
全
国
で

1
6
0
人
を
超
え
て
お
り
、

こ
う
し
た
全
国
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
か
ら
の
情
報
を
集
約

・
発
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
細
か
な
情
報
を
提
供

し
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。
今

指
導
者
だ
よ
り

「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

か
ら
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
」

Ｊ
Ａ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

指導者研修会
６月青川峡で

　

本
紙
3
月
号
で
紹
介
し
た

5
月
15
日
、
静
岡
県
の
竜
洋

海
洋
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
（
磐
田
市
）
で
行
わ
れ
る

「
第
1
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
の
集

い
」
で
は
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
は
、
日
本
オ

ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｃ
）
に
加
盟
し
て
い
る
東

海
地
区
に
住
む
個
人
会
員
で

Ｊ
Ａ
Ｃ
関
東
に
続
い
て
設
け

ら
れ
た
も
の
。

　

同
じ
地
域
に
住
む
会
員
同

士
の
交
流
を
目
的
に
、
キ
ャ

シ
ン
プ
ル
な
鉛
筆
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
も
山
本
氏
に
よ
る
も
の

後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の

様
子
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お

知
ら
せ
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

の
レ
ポ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

書
き
込
み
が
で
き
る
の
は

公
認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指
導

者
の
み
で
、指
定
の
欄
に
認

定
証
の
右
肩
に
あ
る
指
導
者

番
号
と
氏
名
を
入
れ
る
と
、

タ
イ
ト
ル
や
内
容
、写
真
な

ど
を
書
き
込
む
ペ
ー
ジ
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

は
、
趣
味
と
し
て
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
の

他
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
働
い
て

い
る
人
や
、
キ
ャ
ン
プ
用
品

店
を
営
む
人
な
ど
、
様
々
な

形
で
キ
ャ
ン
プ
に
関
わ
っ
て

い
る
。
地
域
や
関
わ
り
方
の

異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
の
新
し
い
情
報
は
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
試
み
。
Ｊ
Ａ
Ｃ

で
は
こ
の
新
し
い
試
み
に
期

待
を
か
け
て
い
る
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養

成
講
習
は
、
年
に
1
度
、
1

月
下
旬
に
東
京
で
行
わ
れ
て

お
り
、
今
後
は
地
方
で
の
開

催
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
開

催
日
、
会
場
な
ど
詳
し
い
情

報
に
つ
い
て
は
本
紙
の
ほ
か

Ｊ
Ａ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
Ｊ
Ａ
Ｃ

03
・
3
3
5
7
・
2
8
5
1

　

公
認
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

指
導
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
公
認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指

ン
プ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自

然
な
交
流
が
は
か
れ
る
よ
う

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ

る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
の
会
員
で
同

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
希
望
の
方

は
、
本
紙
に
同
封
さ
れ
て
い

る
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
所
定
の
宛
先

ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付
。

　

詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
はktmr̃n@kvd.

biglobe.ne.jp

ま
で
。

電
話
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
3
3
5
7

・
2
8
5
0
。

導
者
研
修
会
が
、
6
月
12
日

（
土
）・
13
日
（
日
）、
三
重

県
の
青
川
峡
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

パ
ー
ク
（
い
な
べ
市
北
勢
町

新
町
6
1
4
）
で
開
催
さ
れ

る
。

　

昨
年
は
山
梨
県
の
ウ
ェ
ス

ト
リ
バ
ー
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
で
開
催
さ
れ
関
東
地
方
の

指
導
者
が
参
加
者
の
中
心
と

な
っ
た
が
今
回
は
東
海
地
域

の
指
導
者
が
中
心
に
な
る
。

　

詳
細
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
本

紙
次
号
に
て
発
表
と
な
る
が

12
日
昼
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し

同
キ
ャ
ン
プ
場
に
宿
泊
。

翌
13
日
の
昼
に
解
散
を
予
定

し
て
い
る
。

　

会
場
と
な
る
青
川
峡
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
は
、
東
海

圏
で
も
人
気
の
高
い
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
知
ら
れ
、
室
内

装
備
の
充
実
し
た
様
々
な
タ

イ
プ
の
コ
テ
ー
ジ
で
キ
ャ
ン

パ
ー
だ
け
で
な
く
、
旅
行
者

が
宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
す

る
な
ど
幅
広
い
利
用
者
層
を

持
つ
。
場
所
は
名
神
高
速
道

路
・
関
ヶ
原
Ｉ
Ｃ
、
東
名
阪

・
桑
名
Ｉ
Ｃ
、
四
日
市
Ｉ
Ｃ

か
ら
30
分
。
0
5
4
9
・

72
・
8
3
0
0
。

　

研
修
会
の
問
い
合
わ
せ
は

Ｊ
Ａ
Ｃ
ま
で
03
・
3
3
5
7 

・
2
8
5
1
。

　

公
認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指

導
者
の
山
本
常
治
氏
が
、
文

芸
社
か
ら
本
を
出
版
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
「
ク
ラ
フ
ツ
・

オ
ン
・
ザ
・
ホ
イ
ー
ル　

細

工
遠
足
」（
文
芸
社
）。

　

自
宅
近
く
の
山
に
作
っ
た

小
屋
を
造
る
際
の
、
場
所
探

し
や
、
道
具
、
こ
れ
ま
で
の

試
行
錯
誤
に
つ
い
て
等
々
、

様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
、
エ

ッ
セ
イ
の
よ
う
に
静
か
に
語

ら
れ
て
い
く
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
項
目

で
は
モ
ン
ゴ
ル
の
ゲ
ル
に
つ

い
て
触
れ
、
テ
ン
ト
を
「
ソ

フ
ト
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
切
り
口
で
考
え
て
み

る
。

　

他
に
も
こ
れ
ま
で
の
著
者

の
経
験
も
交
え
て
キ
ャ
ノ
ピ

ー
テ
ン
ト
、
モ
ー
ビ
ル
ハ
ウ

ス
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な

ど
、
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
話

題
も
交
え
て
い
る
。

  

山
で
の
生
活
の
仕
方
を
説

い
た
「
ハ
ウ
ツ
ー
本
」
で
は

な
く
、
日
常
の
こ
と
を
語
る

エ
ッ
セ
イ
と
も
ま
た
違
う
。

何
か
を
作
り
に
出
か
け
て
行

く
「
細
工
遠
足
」
の
様
々
な

シ
ー
ン
を
幅
広
い
視
野
で
話

し
て
く
れ
る
。

　

場
所
を
探
す
な
ら
自
宅
の

西
が
良
い
と
い
う
。「
朝
日

を
背
負
う
ス
タ
ー
ト
は
、
大

陽
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
る

感
じ
が
す
る
し
、
前
方
が
明

る
く
照
ら
さ
れ
る
。
作
業
後

の
帰
り
道
で
は
、
疲
れ
た
体

を
我
が
家
へ
と
夕
日
が
背
中

を
支
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気

が
す
る
」。
な
る
ほ
ど
。

  

巻
末
の
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
の
最
後
に
は
「
公
認
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
」
の
肩
書
き
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

1
1
5
5
円
・
Ａ
5
版
変

形
1
5
7
頁
。03・
5
3
6
9 

・
2
2
9
9
。

ＪＡＣ東海の集い
申込み開始

ビジネスからファミリーまで
●秋葉原駅から徒歩2分

●広い部屋・大きなベット。ゆったりとくつろげます。

●この便利さで低料金。特に土・日・祝日は大サービス。

〒１０１-００２５東京都千代田区
神田佐久間町３-３７

電話03-3866-2244
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キャンプライフの情報紙
●年間購読料　　3,600円（送料共）
定期購読ご希望の方は、右の申込書に所
定の事項をご記入の上現金書留もしくは
郵便振替でお申し込み下さい。
●申し込み先
〒160-0008　東京都新宿区三栄町12
清重ビル2F
社団法人　日本オート・キャンプ協会
「オートキャンプ」購読係
●郵便振替口座番号

00160-9-157605
●加入者名
社団法人　日本オート・キャンプ協会

購読申込書
オートキャンプを　　月より
定期購読いたします

〒
住 所

氏名　　　　　　　　　　年 齢　　　歳
職 業
☎

参加キャンプ場 （４月９日現在）
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山
花
公
園
は
釧
路
湿
原
の

西
に
拡
が
る
5
7
0
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
東
京
ド
ー
ム
12
個
分

の
広
大
な
公
園
で
、
園
内
に

は
、
日
本
一
の
広
さ
を
誇
る

釧
路
市
山
花
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　日帰りBBQやスポーツ観戦などでも定番のバックヤー
ドシェードが驚くほど軽くコンパクトになって新登場。
　4本の脚を広げるだけで、雨や日差しを防ぐタープが
あっという間に完成します。徹底的に軽量化を図るため、
フレームの構造とフロアサイズを見直し、フレームには
アルミ素材を採用。シェードスキンには薄くて丈夫なポ
リエステル生地を用いて広い居住空間を確保しながら軽
量かつコンパクトに収納できる、全く新しいモデルです。
　使用サイズ 約180×180×高さ215㎝、収納サイズ 
直径20×102㎝、重量 約5kg、参考価格 16，275円（税
込み）

重さわずか5kg！電車移動も可能になった軽量コンパクトシェード
『バックヤードシェードウルトラライト』

北海道

8つの力で
サポートします。

●A判・B判オフ輪印刷
●DTP・CTP
●ホームページ、CD-ROM制作
●デザイン・編集

文唱堂印刷株式会社
〒101-0025東京都千代田区神田佐久間町3-37  
TEL.03-3851-0111（代表）URL:http://www.b-p.co.jp/bunshodo/

取締役社長　橋本唱市

●商業印刷
●書籍・出版物印刷
●日刊紙・週刊誌印刷
●製本・発送

代表取締役社長 橋本唱市

「
釧
路
動
物
園
」
の
他
「
山

花
温
泉
リ
フ
レ
」「
釧
路
市

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
」

な
ど
も
あ
る
総
合
公
園
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
は
そ
の
一
角

に
あ
り
、
白
樺
の
林
に
囲
ま

れ
た
芝
生
の
サ
イ
ト
は
、
1

サ
イ
ト
毎
に
、
落
ち
着
い
た

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
の
あ
る
レ

イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

釧
路
湿
原
の
他
、
阿
寒
国

立
公
園
、
摩
周
湖
展
望
台
な

ど
道
東
観
光
の
拠
点
と
し
て

も
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
る
。

  

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
54
台
、

テ
ン
ト
キ
ャ
ン
プ
47
張
り
。

　

水
洗
ト
イ
レ
、
電
源
（
サ

イ
ト
の
一
部
）、
温
水
シ
ャ

ワ
ー
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

の
他
、
6
人
用
の
コ
テ
ー
ジ

10
棟
を
備
え
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
施
設
も
充
実
し
て
い
る
。

　

営
業
期
間
は
6
月
1
日

か
ら
10
月
20
日
ま
で
。
料

金
は
大
人
6
3
0
円
×
小

学
生
3
1
0
円
、
サ
イ
ト

料
2
6
2
0
円
。
電
話

0
1
5
4
・
56
・
3
0
2
0
。

　

栃
木
県
茂
木
町
で
最
も
古

い
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

た
宿
泊
施
設
「
昭
和
ふ
る
さ

と
村
」。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
自
然
の

大
切
さ
と
心
の
豊
か
さ
に
触

れ
あ
え
る
村
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
古
き
良
き
昭
和
の
よ
う

な
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
生

懸
命
に
汗
を
流
し
た
時
代
、

貧
し
く
も
心
豊
か
だ
っ
た
時

代
、
自
然
が
遊
び
相
手
だ
っ

た
時
代
。
そ
ん
な
昭
和
の

日
々
を
体
験
し
、
新
た
な
何

か
を
発
見
で
き
る
施
設
」。

　

昭
和
の
展
示
館
を
始
め
、

陶
芸
、
竹
細
工
な
ど
各
種
の

体
験
教
室
を
行
う
木
造
校
舎

の
前
の
校
庭
が
テ
ン
ト
サ
イ

ト
。
水
洗
ト
イ
レ
は
も
ち
ろ

ん
、
サ
イ
ト
の
一
部
に
は
電

源
も
完
備
し
て
い
る
。

　

通
年
営
業
。
大
人
6
3
0

円
、
子
ど
も
3
1
5
円
、
サ

イ
ト
料
4
2
0
0
円
。

　

場
所
は
北
関
東
道
友
部
Ｉ

Ｃ
か
ら
約
30
分
。0
2
8
5
・

64
・
3
1
1
6
。

　

今
秋
9
月
18
日
〜
20
日
に

北
海
道
八
雲
町
の
「
噴
火
湾

パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
・
オ
ー
ト

リ
ゾ
ー
ト
八
雲
」
で
第
40
回

全
日
本
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
大
会
で
は
北
海
道

八
雲
町
ほ
か
地
域
の
特
色
や

魅
力
を
発
揮
し
、
参
加
者
と

地
元
と
の
地
域
交
流
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
る
。

　

会
期
中
に
予
定
さ
れ
て
い

る
の
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ

ト
が
体
験
で
き
る
、
ク
ラ
フ

ト
体
験
工
房
、
ア
ウ
ト
ド
ア

グ
ッ
ズ
な
ど
の
紹
介
コ
ー
ナ

ー
。
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ

ー
で
は
八
雲
町
特
産
の
屋
台

村
、
ヨ
サ
コ
イ
等
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
パ
ノ
ラ
マ
大
収
穫

祭
と
し
て
、
北
海
道
の
農
産

物
に
触
れ
る
収
穫
体
験
や
、

地
元
の
新
鮮
食
材
を
使
っ
た

簡
単
で
美
味
し
い
フ
レ
ン
チ

料
理
を
作
る
「
キ
ャ
ン
プ
で

フ
レ
ン
チ
」
な
ど
も
行
わ
れ

る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
は
噴
火
湾
パ

ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
の
一
角
に
あ

り
、
会
期
中
は
キ
ャ
ン
プ
場

だ
け
で
な
く
、
パ
ノ
ラ
マ
館

を
始
め
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

体
験
ゾ
ー
ン
な
ど
様
々
な
施

設
を
も
つ
公
園
全
体
が
イ
ベ

ン
ト
会
場
と
な
り
、
地
元
の

人
た
ち
や
当
日
立
ち
寄
っ
た

人
達
に
も
イ
ベ
ン
ト
も
体
験

で
き
る
よ
う
な
、
幅
広
い
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

　

申
込
開
始
は
、
5
月
中
旬

を
予
定
。
問
い
合
わ
せ
03
・

3
3
5
7
・
2
8
5
1

　

昨
年
11
月
、
茨
城
県
大
子

町
の
大
子
広
域
公
園
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
グ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ

で
、
第
12
回
ア
ジ
ア
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
大

会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の

大
会
を
開
催
し
て
い
る
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ｃ
（
国
際
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

＆
キ
ャ
ラ
バ
ニ
ン
グ
連
盟
）

か
ら
同
大
会
の
開
催
を
記
念

し
て
、
ガ
ラ
ス
製
の
盾
が
贈

ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
日
本
オ
ー

ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｃ
）
の
根
岸
勇
夫
専
務
理
事

か
ら
、
綿
引
久
男
大
子
町
長

に
手
渡
さ
れ
た
（
写
真
右
が

綿
引
町
長
・
左
が
根
岸
専
務

理
事
）。

　

国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
台
湾

韓
国
の
ア
ジ
ア
各
国
を
始
め

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
多
く
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
茨
城
県

を
始
め
、
大
子
町
な
ど
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
開
催
さ
れ

た
同
大
会
で
は
、
国
内
海
外

を
問
わ
ず
参
加
者
か
ら
は

「
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き

た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ

る
な
ど
、
ア
ジ
ア
大
会
の
中

で
も
記
憶
に
残
る
素
晴
ら
し

い
大
会
と
な
っ
た
。

　

同
大
会
は
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
加

盟
す
る
日
本
、
台
湾
、
韓
国

の
３
ヵ
国
持
ち
回
り
で
年
に

一
度
、
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
年
は
11
月
に
台
湾
で
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
加

盟
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
が
自
由

に
書
き
込
め
る
「
キ
ャ
ン
プ

場
か
ら
の
最
新
情
報
」
と
い

う
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
お
り
、

シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り
に
向
け

イ
ベ
ン
ト
や
オ
ー
プ
ン
時
期

の
案
内
、
新
し
い
施
設
や
サ

ー
ビ
ス
の
情
報
な
ど
の
掲
載

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

一
度
登
録
す
れ
ば
後
は
書

き
込
み
は
自
由
。

　

登
録
が
済
ん
で
い
な
い
キ

ャ
ン
プ
場
は
、
左
記
宛
て
に

掲
載
希
望
の
メ
ー
ル
を
送
れ

ば
、
登
録
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ

ス
が
送
ら
れ
て
く
る
。

jac@autocamp.or.jp

03
・
3
3
5
7
・
2
8
5
1

新　

入　

会阿寒町ニニシベツ 11-37
0154-56-3020

昭
和
ふ
る
さ
と
村

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

栃木県

芳賀郡茂木町木幡 252
0285-64-3116

北
海
道
・
八
雲
町

地
域
の
特
色
を
生
か
し
て

9月オートリゾート八雲で
第40回全日本オートキャンプ大会

 

大
子
町
に

Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
盾
贈
呈  

第12回アジアパシフィック
ラリー開催を記念

Ｊ
Ａ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

自
由
に
書
き
込
み
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日
本
は
今
や
帰
農
ブ
ー
ム

で
あ
る
。
そ
の
「
煽
り
」
と

い
う
言
う
か
恩
恵
を
受
け
て

最
近
近
所
か
ら
野
菜
を
頂
く

機
会
が
増
え
た
。 

　

同
じ
地
域
の
野
菜
の
収
穫

時
期
と
い
う
の
は
決
ま
っ
て

お
り
、
同
じ
時
期
に
同
じ
野

菜
を
頂
く
こ
と
も
多
い
。

　

昨
年
は
我
が
家
で
は
大
根

が
「
豊
漁
」
だ
っ
た
。
漬
け

物
、
煮
物
と
大
根
を
使
っ
た

色
々
な
料
理
を
作
っ
て
食
べ

て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
大

根
は
保
存
が
利
か
な
い
、
放

っ
て
お
く
と
し
な
び
て
し
ま

う
。
何
か
良
い
ア
イ
デ
ア

は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
良

い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ば
ず
、

元
々
土
の
中
に
あ
る
の
だ
か

ら
、
と
り
あ
え
ず
土
の
中
に

埋
め
て
み
よ
う
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
萎
び
て
し
ま

う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
い

く
ら
か
で
も
成
長
し
て
し
ま

う
の
か
、
芯
が
少
し
固
く
な

っ
て
は
し
ま
っ
た
が
、
殆
ど

の
大
根
を
美
味
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
1
本
だ
け
食
べ

る
の
忘
れ
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
い
た
ら
、
春
に
な
り
、
茎

や
葉
が
ボ
ウ
ボ
ウ
に
伸
び
、

お
ま
け
に
花
ま
で
咲
き
始
め

て
し
ま
っ
た
。

　

い
ま
さ
ら
引
っ
こ
抜
い
て

も
美
味
し
く
は
な
い
だ
ろ
う

し
、
食
べ
る
の
も
な
ん
だ
か

可
愛
そ
う
な
気
も
し
て
き

た
。
年
越
し
大
根
ど
う
す
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
J
A
C
）
で
は
、
5

月
の
第
3
土
曜
を
「
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
の
日
」
と
し
て
、

全
国
の
J
A
C
加
盟
キ
ャ
ン

プ
場
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

を
呼
び
か
け
て
お
り
、
今

年
も
5
月
15
日
（
土
）
に
は

全
国
各
地
の
キ
ャ
ン
プ
場
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、
優
待
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
。
参
加

キ
ャ
ン
プ
場
は
5
面
に
。
今

後
も
追
加
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
て
は
、
J
A
C
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
発
表
さ
れ
る
。

　

各
種
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
の
他
、
料
金
割
引

の
サ
ー
ビ
ス
も
行
な
わ
れ
る

な
ど
、
こ
の
日
は
ち
ょ
っ
ぴ

り
お
得
な
キ
ャ
ン
プ
が
楽
し

め
る
。

　

ま
た
J
A
C
加
盟
の
キ
ャ

ン
プ
場
で
同
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
キ
ャ
ン
プ
場
も
募
集
中
。

03
・
3
3
5
7
・
2
8
5
1

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
J
A
C
）
の
第
44
回

通
常
総
会
が
左
記
の
と
お
り

5
月
28
日
（
金
）
東
京
代
々

木
の
青
少
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、

15
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

J
A
C
会
員
に
は
5
月
中

旬
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
ご

　

全
国
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
紹

介
す
る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
ガ

イ
ド
2
0
1
0
が
発
行
さ
れ

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協

会
会
員
に
配
布
さ
れ
る
ほ
か

全
国
の
キ
ャ
ン
プ
場
、
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
店
な
ど
で
も
配

布
さ
れ
る
。

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
J
A
C
）
に
加
盟
す

る
2
9
8
カ
所
の
キ
ャ
ン
プ

場
の
情
報
を
始
め
そ
の
他
の

全
国
の
キ
ャ
ン
プ
場
8
1
2

カ
所
の
基
本
情
報
も
収
録
。

　

詳
細
情
報
に
は
、
今
回
新

た
に
自
己
P
R
ポ
イ
ン
ト
を

掲
載
。
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
平

坦
さ
、
場
内
の
自
然
、
清
潔

さ
、
イ
ン
タ
ー
か
ら
の
近
さ

全国298カ所

全
国
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

4
つ
の
項
目
の
中
か
ら
自
分

の
キ
ャ
ン
プ
場
の
優
先
P
R

ポ
イ
ン
ト
を
選
択
し
た
デ
ー

タ
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た

表
紙
に
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
チ
ャ
ン

氏
が
描
く
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物

イ
ラ
ス
ト
を
採
用
。

　

希
望
の
方
は
、
送
料
の

3
0
0
円
切
手
を
同
封
の
上

左
記
の
同
協
会
へ
〒
1
6
0 

・
0
0
0
8
新
宿
区
三
栄
町

12
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
ガ
イ
ド
係
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

 

ガ
イ
ド
2
0
1
0
配
布
開
始

　

3
月
常
任
理
事
会
（
3
月

24
日
協
会
事
務
所
で
開
催
）

出
席
・
長
谷
川
会
長
、
高
橋

・
松
波
副
会
長
、
根
岸
専
務

理
事
、
明
瀬
、
玉
浦
、
松
永

渡
邊
常
任
理
事
、
小
俣
事
務

局
長
、
堺
課
長
。

　

▽
報
告
事
項
①
会
員
状
況

②
予
算
執
行
状
況
③
公
認
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
資
格

認
定
講
習
会
④
北
海
道
オ
ー

ト
リ
ゾ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

解
散
⑤
新
公
益
法
人
移
行
検

討
委
員
会

　

▽
協
議
事
項
①
入
退

会
②
40
周
年
事
業
総
括
③

2
0
1
0
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
。

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
出

欠
の
ご
返
事
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

会
場
へ
は
、
東
京
駅
か
ら

J
R
中
央
線
で
約
14
分
、
新

第
44
回
通
常
総
会
を
開
催

 

5
月
28
日
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

JAC

宿
駅
で
乗
り
換
え
、
小
田
急

線
各
駅
停
車
で
2
つ
目
、
参

宮
橋
駅
下
車
。
駅
よ
り
徒
歩

7
分
。

　

問
い
合
わ
せ
日
本
オ
ー

ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会
03
・

3
3
5
7
・
2
8
5
1
。

会
議
メ
モ

通常総会開催のお知らせ
2010 年 4 月 15 日

（社）日本オート・キャンプ協会
「第44回通常総会」を下記により開催いたします。

1．日 時　 2010 年 5 月 28 日（金）
15:30 ～ 17:00

2．会 場　 オリンピック記念青少年総合セン
ターセンター棟　4階　416 号室（下
記案内図参照）
東京渋谷区代々木神園町 3-1
TEL03-3469-2525

3．議 題
第 1 号議案　2009 年度事業報告及び
収支決算について
第 2号議案　2010 年度事業計画（案）
及び収支予算（案）について
第 3号議案　一般社団法人への移行に
ついて

編
集
室
か
ら
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土
に
帰
る
食
器

卓
上
の
七
輪

新
製
品
ナ
ビ

～絶品ダッチオーブン料理～

「スペアリブ」

塩原真知子（しおはら・まちこ）
移動アウトドアショップ・イーキャンパー広報イベント担当。
店頭でダッチオーブンを使ったお菓子やパンの作りを紹介するほか、キャンプ場
などで行うイベントでは、料理教室なども開催している。

　今月は市販のタレとコチジャ
ンで簡単でおいしく出来るスペ
アリブです。辛いのが苦手な方
はコチジャンの量で調節してく
ださい。スペアリブ用の肉がな
い時は食べやすい大きさに切っ
た豚ばら肉でも代用できます。
〈下準備〉
10インチ又は12インチダッチ
オーブン使用。
フォークで、肉に穴を開け、味
がしみやすくしておきます。
 「ジャン焼肉のタレ」とコチジ
ャンを混ぜ合わせる。
　ダッチオーブンの底に大きめ
に切ったアルミホイルを敷きそ
の上に4.5㎝の底あげをして網

を置きます。
〈作り方〉
①破れないよう重ねたビニール
袋に、肉とポッカレモン100を
入れてよく揉み込み10分置き、
「ジャン焼肉のタレ」とコチジ
ャンを混ぜて加えよく揉み込み
2時間～ 1晩漬け込む。
②予熱しておいたダッチオーブ
ンの中に肉を並べ蓋をして、豆
炭を蓋の上に18個、下火に12
個置いて中火で30分から40分
焼きます。途中で袋に残ったタ
レを刷毛で肉の表面に塗りなが
ら焼き上げます。
③焼きあがったらお皿に盛り付
けて出来上がり。

　

テ
ー
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
、
ア
イ
ア
ン
グ
リ
ル
テ

ー
ブ
ル
に
セ
ッ
ト
で
き
る
、
ワ
イ
ド
な
Ｂ
Ｂ
Ｑ

ボ
ッ
ク
ス
。

　

中
央
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
せ
ば
、
焼
き
網
の
高

さ
を
最
大
70
㎜
の
無
段
調
節
が
可
能
。

　

広
い
焼
き
網
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
「
グ
リ
ル

ネ
ッ
ト
」
や
「
グ
リ
ル
プ
レ
ー
ト
黒
皮
」
な
ど

を
使
う
こ
と
が
で
き
、
焼
き
方
や
料
理
に
合
わ

せ
て
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
50
×
37
×
12
㎝
、
9
・
2
㎏
。

2
4
8
0
0
円
。
0
2
5
6
・
38
・
1
1
1
0

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
澱
粉
か
ら

作
ら
れ
た
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク

ス
。
土
に
埋
め
れ
ば
、
微
生

物
に
よ
り
1
0
0
％
土
に
返

る
生
分
解
性
で
、
人
と
地
球

に
優
し
い
。
2
9
8
0
円
。

0
1
2
0
・
1
1
1
・
9 

5 

7
。

「
エ
コ
セ
ラ
焼
き
肉
グ
リ
ル
」

ロ
ゴ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

卓
上
で
使
え
る
七
輪
。
火
床
に
は
セ
ラ
ミ

ッ
ク
を
採
用
し
、
下
部
に
熱
を
伝
わ
り
に
く

く
し
、
遠
赤
外
線
効
果
で
肉
や
野
菜
を
美
味

し
く
焼
き
上
げ
て
く
れ
る
。

　

七
輪
同
様
、
下
の
窓
の
開
け
閉
め
で
空
気

の
量
を
調
整
し
、
火
加
減
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
2
・
5
キ
ロ
と
軽
く
、
持
ち
運
び

に
も
便
利
。オ
ー
プ
ン
価
格
。06
・
6
6
8
1 

・
8
0
0
0
。

◆材料4人分
スペアリブ用肉 １㎏
ポッカレモン100 小さじ2
モランボン「ジャン焼肉の
タレ」 120ｇ
コチジャン 大さじ3

「
ア
ー
ス
デ
イ　

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

セ
ッ
ト
」
コ
ー
ル
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン

読 者 プ レ ゼ ン ト
「
ク
ロ
ス
ト
レ
イ
ル
・
ク
ロ
ッ
グ
」
を

　
　

 　
　

ク
ロ
ッ
ク
ス
か
ら
3
名
に

　

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
と
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
で
知
ら
れ
る

革
新
的
シ
ュ
ー
ズ
「
ク
ロ
ッ
ク
ス
」
か
ら
ク
ロ
ス
ト
レ

イ
ル
・
ク
ロ
ッ
グ
を
3
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

軽
く
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
ク
ロ
ス
ラ
イ
ト
素
材
を

全
面
採
用
し
、
足
入
れ
部
と
ヒ
ー
ル
に
ス
ー
パ
ー
フ
ァ

イ
バ
ー
を
採
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
に
最
適
な
モ
デ
ル
。

　

ご
希
望
の
方
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
必
須
）

年
齢
・
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
か
、
一
般
（
本
紙
を
見
た
場
所
）

靴
の
サ
イ
ズ
（
必
須
）・
本
紙
感
想
を
ご
記
入
の
上
、

左
記
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
〒
1
6
0
・
0
0
0
8
東

京
都
新
宿
区
三
栄
町
12　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協

会
4
月
号
Ｐ
係
。
締
切
り
は
5
月
15
日
。
発
表
は
発
送

に
換
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（
個
人
情
報
は
読
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
）

「
冬
か
ら
春
」「
春
か
ら
夏
」
へ

と
季
節
が
変
化
す
る
瞬
間
に
感

じ
る
「
自
然
の
光
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
マ
ル
チ
ツ
ー
ル
。

　

ド
ッ
ト
（
左
）、
ボ
ー
ダ
ー

（
中
央
）
と
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

（
右
）
の
3
種
類
で
、
小
刃
、

ハ
サ
ミ
、
ツ
ー
ス
ピ
ッ
ク
、
ピ

ン
セ
ッ
ト
、
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
、
爪
ヤ
ス
リ
、
キ
ー
リ
ン

グ
を
備
え
る
。
2
9
4
0
円
。

03
・
3
7
9
6
・
0
9
5
1

　

楽
し
い
焚
き
火
を
囲
む
ひ
と
と
き
、
グ
ラ

ス
の
置
き
場
に
困
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
。

そ
ん
な
時
に
は
こ
の
「
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」。

　

同
社
製
の
焚
き
火
台
が
ス
ッ
ポ
リ
と
入
る

サ
イ
ズ
で
、
グ
ラ
ス
や
料
理
を
手
元
に
置
い

て
ゆ
っ
く
り
焚
き
火
を
楽
し
め
る
。

　

折
り
た
た
め
ば
60
×
40
㎝
の
ケ
ー
ス
に
入

る
の
で
、
持
ち
運
び
や
収
納
に
も
便
利
。

使
用
時
は
80
×
60
×
高
さ
27
㎝
。
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
天
版
付
き
な
の
で
、
小
さ
な
も
の
を

置
く
こ
と
も
で
き
る
。
1
2
8
0
0
円
。

03
・
3
2
6
4
・
8
3
1
1
。

天
板
付
き
で
安
心
「
フ
ァ
イ
ア
グ
リ
ル

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（
い
ろ
り
）」

ユ
ニ
フ
レ
ー
ム

回
し
た
く
な
る
ハ
ン
ド
ル

「
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
Ｂ
Ｂ
Ｑ 

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」ス
ノ
ー
ピ
ー
ク

「パターンフル・シリーズ」
ビクトリノックス・ジャパン

自然の光をモチーフに
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